
第 23 回理事会 
3 月 22 日 午後 5 時〜6 時 40 分 
 
木下会長、吉本・小田副会長、杉山専務理事、濱本・西村・弘山・田中(義）・萬・

田中(豊)各常任理事、田村・河村・城甲・茶川・山縣・林各理事、山本・武内・

藤野各監事 
 
協議事項 
１ 第 126 回日本医師会定例代議員会代表質問について 
 本県から、「日本医師会の自浄作用としての再教育システムの構築」を提案す

ることが了承され、中国四国ブロックの代表質問となる予定である。 
 
２ 食といのち・地域を守るネットワーク山口の設立について 
 JA グループ山口は、TPP 問題に対する運動を多面的に展開し、問題点を共有

する輪を広げ、県民の意識を喚起するため「食といのち・地域を守るネットワ

ーク山口」を設立することとしている。本会に対して、ネットワークへの参画

とネットワーク設立に向けた連絡会議への参画要請があり、了承された。 
 
３ 山口県医師互助会事業廃止に伴う対応状況について 
 互助会会費の還付の作業状況について経過報告をした。また、民間保険の斡

旋状況について報告をし、了承された。 
 
４ 予防接種の新聞報道について 
 今回の新聞報道について経過報告をした。 
 
報告事項 
１ 郡市医師会医事紛争・診療情報担当理事協議会（3 月 8 日） 
 平成 23年度受付の事故報告、未然報告及び窓口相談事例について報告。また、

各医療機関の窓口等で発生している患者とのトラブル事例の研究報告を行った。

（西村） 
 
２ 郡市医師会特定健診・特定保健指導担当理事協議会（3 月 8 日） 
 平成 23 年度の特定健診等の実施状況について関係者からの報告があり、24
年度の実施に向けて協議した。（山縣） 
 
３ 山口県准看護師試験委員会（3 月 8 日） 
 平成 23年度の准看護師試験の事後評価等について協議及び外国籍受験者に関

連した試験問題にルビを付す等の対応について報告が行われた。（西村） 
 
４ 日本医師会「JMAT に関する災害医療研修会」（都道府県医師会災害医療担



当理事連絡協議会） 
（3 月 10 日） 
 都道府県医師会災害医療担当役員及び JMAT 関係医師等による、JMAT によ

る医療支援活動を行うため、必要な知識と技術を学ぶことなどを目的に研修会

が開催された。また都道府県医師会災害医療担当理事連絡協議会を兼ねて開催

された。（弘山） 
 
５ 第 54 回体験学習「救急医学」（3 月 11 日） 
 山口大学医師会及び山口大学医学部救急医学講座の協力を得て、体験学習

ICLS（Immediate Cardiac Life Support）コースが行われた。参加者 24 名。（茶

川） 
 
６ 山口県医師会保育サポーター研修会（3 月 11 日） 
 保育サポーターバンク登録者を対象に年 1 回開催している研修会である。保

育サポーターバンクの説明、岩国短期大学の山縣明人教授による講演「ワクワ

クドキドキの子育て－子どもの心と遊びに響き合うサポーターとは－」、地区別

懇談会が行われた。（田村、山縣） 
 
７ 日医医療政策シンポジウム（3 月 11 日） 
 「災害医療と医師会」をテーマに、(1)東日本大震災と JMAT の活動、(2)東日

本大震災日医総研の研究・対応、(3)災害医療と医師会、(4)人道支援活動のため

の国際基準、(5)東日本大震災後の復旧はどうあるべきか―公衆衛生の立場から、

(6)災害支援における医師会の役割、(7)「平時の戦争」としての医療、(8)福島第

一原発事故と放射線被ばくについて、(9)災害医療における救急医の使命―の講

演９題が行われ、東北地方太平洋沖地震の発生時刻には出席者全員で黙祷を捧

げた。その後、「災害医療と医師会」をテーマにパネルディスカッションが行わ

れた。（吉本、小田、田中豊） 
 
８ 山口県医療保険関係団体連絡協議会（3 月 12 日） 
 山口県薬剤師会の引き受けで開催。各団体（機関）の現状、懸案事項等の報

告及び「保険医療機関等から保険者への患者の受給資格確認について」等の 3
議題について協議を行った。（萬） 
 
９ 山口県福祉サービス運営適正化委員会 苦情解決部会（3 月 12 日） 
 苦情相談等の受付状況の報告及び 24年度事業計画案について協議した。（萬） 
 
10 山口県生活習慣病検診等管理指導協議会「肺がん部会」（3 月 14 日） 
 山口県のがんの実情及び平成 22年度の市町がん検診の実施状況について報告

があった。（吉本） 
 



11 保険委員会及び保険指導医打合会（3 月 15 日） 
 23 年度個別指導の指摘事項について各指導担当委員から報告、協議を行った。

また、一部事例について、山口県医師会によるピアレビューの実施を検討する

こととなった。（萬） 
 
12 郡市医師会介護保険担当理事協議会（3 月 15 日） 
 平成 24 年度介護報酬改定について、県健康福祉部からの説明（長寿社会課介

護保険班 福嶋正治調整監）及び改定説明会を行った。（河村） 
 
13 郡市医師会山口国体担当理事・山口県医師会スポーツ医部会合同会議（3
月 15 日） 
 山口国体における医療救護実績報告やドーピング防止活動について関係者か

ら報告後、救護に関する問題点や改善点等について協議し、山口国体・山口大

会の救護体制について検証した。（城甲） 
 
14 健康やまぐち 21 推進協議会（3 月 15 日） 
 「健康やまぐち 21 計画」の改定について及び特定健診、がん検診の受診率向

上について協議した。（小田） 
 
15 第２回山口県へき地医療専門調査会（3 月 15 日） 
 代診医派遣の拡充、総合医の養成、山口県第 11 次へき地保健医療計画のスケ

ジュール等について協議した。（弘山） 
 
16 山口県生活習慣病検診等管理指導協議会「乳がん部会」（3 月 15 日） 
 山口県のがんの実情及び市町がん検診の実施状況について報告があり、山口

県がん対策について協議した。（林） 
 
17 横倉義武日本医師会会長候補総決起大会 
（3 月 18 日） 
 日本医師会の会長選に立候補している横倉義武候補の選挙対策本部が東京都

内で総決起大会を開き、必勝を祈念した。各ブロック毎の代表者から激励のこ

とばが贈られ、横倉候補から「地域医療を守るために、日医を変えて、情報収

集能力や分析力を強化する」などと決意表明があった。本会から、木下会長の

「頑張ろうコール」、小田副会長の「応援メッセージ」が行われた。（木下、小

田） 
 
18 山口県地域医療教育研修センター竣工式（3 月 19 日） 
 式典に出席し、祝辞を述べた。白鳥が羽を広げて羽ばたいているように見え

る外観をもつセンターを拠点として、多くの研修医が医師として飛び立っても

らいたいという思いがこめられ、「白翔館」という愛称が名付けられた。（木下） 



 
19 山口県暴力追放運動推進センター臨時評議員会（3 月 19 日） 
 平成 24 年度事業計画(案)及び予算(案)、会計処理規程の一部改正(案)が原案ど

おり承認された。（事務局長） 
 
20 診療報酬改定説明会「萩市」（3 月 21 日） 
 平成 24 年度診療報酬改定に関する説明会を行った。出席者：約 250 名。（田

村） 
 
互助会理事会  第 14 回 
１ 傷病見舞金支給申請について 
 １件について協議、承認。 
 
医師国保理事会  第 19 回 
1 全医連第 42 回理事会について（3 月 14 日） 
 4 月 25 日開催の全医連代表者会に提出する平成 24 年度事業計画・予算や役

員の選出等の議案について協議した。（木下） 
 
山福株式会社取締役会 
 出席者：取締役８名、監査役３名 
１ 期末決算日程等について 
 原案とおり承認された。 
 
２ 取締役辞任に伴う選任について 
 原案とおり承認された。 
 
３ 監査役任期満了に伴う選任について 
 原案とおり承認された。 


